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1.はじめに
講義時間中に課された演習課題について、受講生の
解答を教員が順次点検するという指導方法がある。九
州産業大学理工学部のプログラミング系の科目でも、
講義時間中に課されたプログラミングの課題について、
担当教員および授業補助の学生が講義時間内に点検を
行っている。本論文では、担当教員および授業補助の
学生を、「演習担当者」という。まず受講生は、挙手を
することで、演習担当者を呼ぶ。演習担当者は、受講
生が解答として作成したプログラムを点検する。また、
受講生からの質問があった場合には、それに対する指
導も行う。本論文では、受講生が解答の点検や質問の
ために演習担当者を呼ぶことを「依頼」といい、演習
担当者がこれに応じて解答の点検や指導を行うことを
「対応」という。
しかし、この方法では、受講生は演習担当者の対応
を待つ間、挙手をし続ける必要があり、次の作業に進
むことができないという問題があった。また、受講生
が挙手する瞬間を演習担当者は逐一見ているわけでは
ないので、挙手の順番を演習担当者が把握することは
困難である。従って、演習担当者による対応の順序が、
挙手の順番通りにはならないという問題もあった。そ
のため、受講生にとっては演習担当者の対応は不公平
に見え、また対応がいつ行われるのかを予測するのは
難しかった。さらに、複数の演習担当者が並行して対
応を行う場合、その対応の結果をリアルタイムに共有
する仕組みが無いために、クラス全体の演習の進捗状
況を把握することが困難であるという問題もあった。
我々がこれらの問題を解決するために開発している
システムでは、受講生は PC等の機器を通じて依頼を
行うので挙手する必要が無くなり、また演習担当者は
タブレット等の機器を介して依頼状況や対応結果といっ
た演習の進捗状況をリアルタイムに共有できるように
なった。しかし、受講生にもクラス全体の演習の進捗
状況を共有させることや、演習担当者がより直感的に
演習の進捗状況を把握できるようにすることで、より
円滑な演習を実現できると考えている。本論文ではこ
れらを実現する新しい機能を提案する。

2.講義における演習状況把握システム
我々は、講義における演習状況把握システム「サポ
ちゃん」を開発している [1, 2] 。本節では本システム
にすでに実装している機能について述べる。
2.1.受講生側の機能とインタフェース
本システムでは、受講生は PC やスマートフォンを
利用することを想定している。これは、プログラミン
グ系の科目の場合には PC を使うこと、プログラミン
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グ系以外の科目においては多くの学生が日常的に所持
しているであろうスマートフォンを使うことが、それ
ぞれ自然であると考えたからである。
受講生はWebインタフェースにアクセスすると、ま
ずその講義において着席している席を、本システムに
登録する。演習中に解答の点検を受けたいときや質問
したいときにはその依頼を本システムに入力する。こ
れによって依頼の時刻が正確に把握されるので、後述
するように演習担当者は依頼順通りに受講生に対応で
きる。また、本システムは依頼中の受講生用の画面に
対応待ちの受講生の人数を表示する。これによって、受
講生は対応までの待ち時間をある程度見積もることが
出来ると考えている。
その他にも、本システムでは、過去の演習状況や小
テストの結果を参照することができる。受講生は、そ
の講義の前回までにおける演習の解答状況や小テスト
の点数などを閲覧することで、自分のこれまでの学習
状況を把握することが出来る。一方、その講義のその回
におけるクラス全体の進捗状況を受講者が活用するよ
うな仕組みは無く、この点について改善の余地がある。
2.2.演習担当者側の機能とインタフェース
本システムでは、演習担当者はタブレットを利用す
ることを想定している。演習担当者においては、後述
するように座席表や演習状況一覧などを閲覧するため、
ある程度の大きさで一覧性のある画面を持ち、かつ可
搬性の高い端末としてタブレットを選択した。
演習担当者はWebインタフェースを通じて、受講者
の依頼を確認し依頼に対応する。本システムは受講生
が依頼を行った順番を把握するので、演習担当者は依
頼順通りに受講生に対応できる。また、受講生が最初
に登録した着席情報を用いることで、本システムは依
頼した受講生の座席も図示するので、演習担当者はそ
の受講生の座席に速やかに移動することが出来る。
さらに本システムは、各受講生がどの演習課題まで
解けているか、各演習課題の未解答者の人数などを一
覧表で表示する。演習担当者はこの情報を使って、ク
ラス全体に対して演習を解くためのヒントを出したり、
特に進捗状況が悪い受講生に対して直接指導を行うこ
とが出来る。しかし、現行のシステムでは時間的推移
が示されないため、クラス全体としてどの課題の解答
に時間がかかっているかを把握することが困難であり、
改善の余地がある。

3.円滑な演習の実現
3.1.新しい機能の提案
本研究では、現在の「サポちゃん」に次の 2つの機
能を追加することで、より円滑な演習を実現できると
考えている。
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i) 受講生がクラスにおける自分の進捗状況の位置を
把握するための機能（3.2で説明）

ii) 演習担当者がクラス全体の進捗の推移を把握する
ための機能（3.3で説明）

以下で、これらの機能について説明する。
3.2. 受講生によるクラス内での進捗状況の位置の
把握

各受講生の演習の進捗状況がクラスにおいてどの位
置にあるかを表示する機能である。その講義時間中に
課された演習課題ごとに、解答済みの受講生と未解答
の受講生の割合をグラフで表示する (図 1)。この機能
は、受講生に自分が置かれた状況を自覚させ、演習課
題に取り組むことへのモチベーションを向上させるこ
とを目的としている。

図 1: 各演習の進捗状況

図 1の例では演習課題が 3つある。それぞれの課題が
終了した受講生を「チェック済」、未了の受講生を「未
チェック」として、その人数を出席者数内での割合で表
示している。さらにグラフの右側に、既に解き終わっ
た問題については、自分がクラス内で何番目に解けた
かの順位、解けていない問題については、クラス内の
出席者中の解けていない人数を表示している。この例
の場合、演習 1はクラス内で 27番目に解けたことを示
している。グラフも 27位の位置の表示色を他とは違え
ており、視覚的に順位がわかりやすいようにしている。
一方、演習 2,3 については、まだ解けておらず、それ
ぞれの問題の未了の学生数が、24人と 58人であるこ
とを示している。
このように表示することで進捗が良い受講生に対し
ては競争意識を煽り、より早く課題を解くことやより
難しい課題に挑戦することを促し、学習を深めさせる
ことができると期待している。また、進捗が遅い受講
生に対しては自分が周りの受講生に比べて理解が遅れ
ていることを自覚させ、演習担当者に質問することを
促すことができると期待している。
3.3.演習の進捗状況の時間的推移
各演習課題の終了状況の時間推移をグラフで表示す
る機能である (図 2)。この機能は、演習担当者がクラ
ス全体の演習の進捗状況をリアルタイムに把握できる
ようにすることを目的としている。
図 2の例では、16時 50分頃に演習 1を解き終えた
受講生が出始め、18時頃にはほぼ全ての受講生が演習
1を解き終えている。一方で演習 2については 17時頃
に解き終えた受講生が出始めたが、17時 40分頃から
演習 2の解答状況が悪くなっている。その時点で、演

図 2: クラス全体の演習の進捗状況の時間的推移

習担当者はクラス全体に対して適切にヒントを出すこ
とが出来る。その結果として 17時 50分頃から解答で
きた受講生が増えており、18時半頃にほぼすべての受
講生が解き終えている。

4.まとめと今後の課題
本論文では、我々が開発している講義における演習
状況把握支援システム「サポちゃん」を基に、円滑な演
習を実現するための機能を提案した。具体的には、以
下の 2点を目指す。

i) 受講生に対してクラス全体の演習の進捗状況をグ
ラフを用いて可視化することで、演習に取り組む
姿勢を活性化する。

ii) 演習担当者に対して、各演習課題の進捗状況をグ
ラフを用いて可視化することで、受講生の理解度
などの把握を可能とする。

今後は、これらの機能の詳細について設計を進め実
装する必要がある。また、演習時間に本システムを運
用実験し、評価を行う。
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